職種：国際事業　　職務：貿易

【概要】

　製品の輸出及び輸入など貿易取引に関する仕事。

【仕事の内容】

　貿易とは、国境を越えて商品の売買を行うことで、その仕事は輸出業務と輸入業務に大別される。仲介貿易（三国間貿易）はこの応用形である。

　貿易の仕事は、成約に向けた商談、契約、輸出・輸入通関、商品の国際輸送、輸送保険の手配、代金決済などの業務から成る。外国の企業相手の売買であるため、英語能力、および貿易業務遂行に必要な専門知識が必要である。世界のどの国との取引であっても使用言語は英語が基本である。

　日常の仕事は、貿易相手先との手紙、eメール、国際電話、ファックスなどを使ったやりとりで進められる。時に必要に応じて、海外出張をして相手先との直接交渉・折衝を持って業務を進める。

【求められる経験・能力】

（１）貿易の仕事を行うための学歴や経験の有無は問われない場合が多い。業務知識の習得は社内教育やOJT（On-the-Job Training）によることが多い。

（２）貿易の仕事は貿易相手先と頻繁にコミュニケーションを取りながら行われる。このため、英語の文書を読み、書き、または英語で会話する能力が必要である。特に、文書による確認が最重要となるため、文書の解釈・記述を一字一句正確に行う資質が求められる。一字の誤りが重大な事故につながりかねないためである。

（３）更に、貿易業務の遂行に当たっては、貿易取引の国際ルールや、英文契約書の作成、輸出入通関、国際輸送、輸送保険、外国為替など、貿易特有の専門知識が必要である。

（４）取引先の外国人相手に利害が衝突し、厳しい交渉・折衝が避けられない場面を迎える場合も多い。このため、交渉力・折衝能力、問題解決能力が大変重要となる。

（５）貿易取引は国際間の貿易協定（EPA、TPP、USMCA等）や条約が直接影響してくる分野である。このため、日々、これらの情報を入手し正しく理解し、取引を的確に進める力が必要である。

（６）その他、貿易相手国の政治・経済事情、文化、商習慣、宗教観などに関する知識が必要となる。このため、世界史・世界地理などを含むバランスのとれた一般教養を高めておく必要がある。

【関連する資格・検定等】

・貿易実務関係：貿易実務検定（貿易実務検定協会）、貿易アドバイザー資格（貿易アドバイザー協会）

・輸出入通関関係：通関士〔税関〕

・外国語に関する資格・検定：日商ビジネス英語検定（日本商工会議所）、実用英語技能検定（公益財団法人日本英語検定協会）、国際連合公用語英語検定（公益財団法人日本国際連合協会）など

【厚生労働省職業分類（小分類）との対応】

　２８１　営業・販売事務員

